




























交付決定額 (配分額) (金額単位: 千円)
直接経費 間接経費 ぷ口〉、 計
平成 13年度 1，800 O 1，800 
平成 14年度 1，900 O 1，900 
総 計 3，700 O 3，700 
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その成果については、日本建築学会大会学術講演概要(関東) C-2， 2001年、 pp.7・10に掲
載の「横拘束コンクリートの応力一歪関係における寸法効果に関する実験的研 その 1 実
験概要と結果、その 2 寸法効果を考慮した横拘束コンクリートの応力一歪関係モデルの提
案Jを参照されたい。



























柱試験体断面寸法は、 50cm角、 29.4cm角、 24.4cm角、 19.4cm角としそれぞれ無筋タイ
プ、1.5%、2.0%、2.5%タイプと 4種類ずつ作成した。公称コンクリート圧縮強度は試験機





























































































































































































試験体 寸法 公称 かぶり ピッチ
公称 体積比
シリーズ (cm) 降伏強度 (cm) (cm) 
呼び径 (%) 
(MPa) 
12 1. 56 
50cm角 50X50X100 D16 3.0 8.5 2. 21 
7 2. 70 
7 1. 56 
29.4cm角 29.4X29.4X58.8 1.5 5 2.20 
4 2. 70 
785 
8 1. 65 
24.4cm角 24. 4x24. 4X48. 8 D10 1. 25 6 2.20 
5 2.64 
10 1. 67 
19.4cm角 19.4X19.4X38.8 1.0 7.5 2.23 


























50叩 O叩 20-2 20MPa申 1 31. 2*1 。
50-0司 30-3
曲嘩冒曹司圃勝司圃圃咽嘩喧喧嘩 ー...帽曹輔咽輔岨圃・・ー咽・ーーー咽帽帽帽輔帽咽帽幅帽帽帽 帽骨骨骨帽帽唖同聞帽岨跡帽咽骨帽骨帽鴫齢岨..・ー帽帽骨骨骨喧
50喧1.5叩 20 1. 56 
50-2.0四20 20MPa-2 25.9*2 2.21 
50叩 2.5明 20 2. 70 
29.4-0-50 G 
29.4-1. 5司 50 1. 56 
50MPa 
29.4四2.0司 50 2.20 
29.4-2.5叩 50 2. 70 
24.4叩 O申 50 。
24.4-1. 5-50 1. 65 
50MPa 61. 2 
24.4申 2.0-50 2.20 
24.4-2.5目 50 2.64 
19.4-0叫 50 。
19.4-1. 5-50 1. 67 
50MPa 
19.4-2.0四50 2.23 























D16 839 1024 
KSS785 (本)
D10 1069 1178 



















7k 細骨材 粗骨材 混和剤
(kg/m3) (kg/m3) (kg/m3) (kg/m3) 
171 845 998 0.570本1
171 845 998 0.570事1
168 827 974 3.405事2
料:チューポールEX-20(AE減水剤)
柁:チューポールHP-8(高性能AE減水剤)
比重:セメント 3.16 細骨材 2.65 粗骨材2.66
表 3-6に硬化したコンクリートの機械的性質を示す。なお、表中の値はコンクリート打







コンクリートの 圧縮強度寧3 引張強度寧4 弾性係数
使用試験体名
種類 (MPa) (MPa) (GPa) 
20MPa-1*1 31. 2 1. 4 23.8 50-0-20-1・50-0-20-2・50-0-20-3
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材令日数(day)









































機のストロークの問題から 29.4cm・24.4cm • 19. 4cmの試験体では、試験体と圧盤との間に






































































50四 0-20司 3 変位制御
0.0035 













24.4叩 2.0四 50 1分間に土0.102mm






































838 1. 212 X 10-6 
857 1.182X10-6 
597 1. 168 X 10-6 
645 1. 557Xl0-6 
690 1. 474X 10-6 
915 1. 122Xl0-6 
975 1.026Xl0-6 
1042 9.725Xl0-1 
906 1. 104X 10幽6
1200 8. 444X 10-1 
990 1.103X10-6 






















各シリーズにおける試験体歪測定検長は 50cm角シリーズで 75c盟、 29.4cm角シリーズで


























③ 変位計・東京灘器研究所 CDP-25 
































50-0-20-1 19. 81 O. 119 
50-0-20-2 20.94 O. 154 
















































この試験体も、単調載荷で、行った。最大荷重 5234kNを応力で 20.94MPa、歪が 0.154%の








この試験体も、単調載荷で行った。最大荷重 5573kNを応力で 2.29MPa、歪が O.161完の












(d) 50-1. 5-20 
この試験体は、本試験最初の繰り返し載荷を行った。繰り返し載荷のサイクルの予定は、
O. 1% (0. 75mm) →O. 1削→0.4完(3回目)→O. 1削→0.6%(4.5mm) →O. lMN→0.8% (6盟国)→O. 1MN 
→1.2完(9mm)→O.1削→1.6% (12mm)→O. 1則→2.0%(I5mm)→O. 1削であった。 O.1%のサ
イクルを終え、 0.4完まで押している途中に最大荷重 5002k討を記録した。(応力で 20.01MPa、




















































29.4-0-50 46.35 0.258 
29.4-1. 5-50 50.84 0.306 
29.4-2.0-50 47.91 0.336 
29.4-2.5-50 50.74 0.312 
(g) 29. 4-0-50 






















































24.4-0-50 39.42 O. 157 
24.4-1. 5-50 48.57 O. 283 
24.4-2.0吋 50 49.74 0.331 
24.4-2.5-50 52. 14 0.315 
(k) 24.4-0-50 

































































19.4-0-50 47.26 0.207 
19.4-1.5-50 52. 76 0.292 
19.4-2.0-50 5. 12 0.300 
19.4-2.5-50 47.67 0.601 
'" 
(0) 19. 4-0-50 
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60 50 40 
シリンダー強度σ語(MPa)




















し拐、 2.0先、 2.5%の 4種類があるので、 4.4.1.、 4.4.2.、4.4.3.、4.4.4.に章分けして考
察する。
4.4.1. 無筋タイプの比較










強度が 20MPaである 50c田角シリーズは修正 Neville20MPaの提案式の算定結果に、基準強






試験体名 最大応力 (MPa) 相対強度(完)
50-0-20司 1 19. 81 63.49 
50叩 0-20-2 20.94 67. 12 
50叩 0-20-3 22.29 71.44 
50cm角平均 一 67.35 
29.4-0叫 50 46.35 75.74 
24.4叩 G叩 50 39.42 64.41 
















































帯筋体積比1.5%タイプの試験体は、 50cm角シリー ズ、 29.4cm角シリー ズ、 24.4cm角シ
リー ズ、 19.4cm角シリーズがそれぞれ 1体づっ、計4体ある。
50cm角シリーズの相対強度は 77.26%、29.4cm角シリーズは 83.07%、24.4cm角シリーズ
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試験体名 最大応力 (MPa) 相対強度(先)
50時 2.0-20 20. 79 80.27 
29.4-2.0-50 47.91 78.28 
24.4-2.0-50 49.74 81. 27 



























帯筋体積比 2.5%タイフの試験体は、 50c目角シリーズ、 29.4cm角シリー ズ、 24.4cm角シ








試験体名 最大応力 (MPa) 相対強度(先)
50-2.5-20 21. 1 81. 51 
29.4-2.5叩 50 50.74 82.91 
24.4-2.5-50 52. 14 85.20 












































最大応力(MPa) 応力上昇率(児) 最大応力時の歪(%) 終局歪(先)
50-0-20-1 19. 81 一 O. 119 0.149 
50-0-20-2 20.94 一 0.154 O. 191 
50-0-20-3 22.29 一 O. 161 0.223 
50-1. 5時 20 20.01 95.23 0.266 ，.， 0.405 
50-2.0-20 20. 79 98.94 0.263 0.425 




















































































最大応力(MPa) 応力上昇率(見) 最大応力時の歪(先) 終局歪(%)
29.4-0-50 46.35 一 O. 258 0.275 
29.4-1. 5-50 50.84 109.69 0.306 0.367 
29.4-2.0-50 47.91 103.37 0.336 0.558 
29.4-2.5-50 50. 74 109.47 0.312 O. 704 
56 
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力降下域での勾配は、 50cm角シリー ズ、 29.4cm角シリーズと同様である。このことから、
試験体の変形性能が横補強筋によって改善され、横補強筋量の増加により靭性が増加した
ことがわかる。








最大応力(MPa) 応力上昇率(先) 最大応力時の歪(先) 終局歪(%)
24.4-0-50 39.42 一 O. 157 0.259 
24.4-1. 5-50 48.57 123. 21 0.283 0.470 
24.4-2.0-50 49.74 126.18 0.331 0.585 









2.5 2 1.5 0.5 
strain(%) 
24.4cm角シリーズの応力一歪関係図←14




















〈 ? ? ? ? ?








































最大応力(MPa) 応力上昇率(完) 最大応力時の歪(出) 終局歪(出)
19.4-0-50 47.26 一 0.207 0.250 
19. 4-1. 5-50 52. 76 11. 64 O. 292 0.405 
19.4-2.0-50 5. 12 116.63 0.300 0.584 
19.4-2.5-50 47.67 100. 87 0.601 1. 349 
62 
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ート強 公称 強度 かぶり ピッチ 体積比
度? 呼び径 (MPa) (cm) (cm) (児)
(MPa) 
50-0-20-1 31. 2 一 一 一 一 一
50-0-20-2 31. 2 一 一 一 一 一
50-0-20-3 31. 2 一 一 一 一 一
50-1.5-20 25.9 D16 785 3 12 l. 56 
50-2.0-20 25.9 D16 785 3 8.5 2. 21 
50-2.5-20 25.9 D16 785 3 7 2. 70 
29.4叩 0-50 61. 2 一 一 一 一 一
29.4-1. 5-50 61. 2 DIO 785 1.5 ? 1. 56 
29.4-2.0-50 61. 2 DI0 785 1.5 2.20 
29.4-2.5-50 61. 2 DIO 785 1.5 4 2. 70 
24.4-0-50 61. 2 一 一 一 一 一
24.4-1.5-50 61. 2 DIO 785 1. 25 8 t 1. 65 
24.4-2.0-50 61. 2 D10 785 1. 25 2.20 
24.4-2.5-50 61. 2 D10 785 1. 25 2.64 
19.4-0-50 61. 2 一 一 一 一 一
19.4-1. 5-50 61. 2 DI0 785 10 1. 67 
19.4-2.0-50 61. 2 D10 785 7.5 2.23 








最大耐力 リー ト oc/σ“ 
強度?
(MPa) (MPa) Mander Watanabe Suzuki NewRC 修正Park
50-0-20-1 19. 81 31. 2 0.63 0.63 0.63 0.63 0.63 
50-0-20-2 20.94 31. 2 0.67 0.67 0.67 0.67 0.67 
50-0-20-3 22.29 31. 2 O. 71 O. 71 O. 71 O. 71 O. 71 
29.4-0-50 46.35 61. 2 O. 76 O. 76 O. 76 O. 76 O. 76 
24.4-0-50 39.42 61. 2 0.64 0.64 0.64 0.64 0.64 
19.4-0-50 47.26 61. 2 O. 77 O. 77 O. 7 O. 77 O. 77 




最大耐カ リー ト oc/o閃
強度?
(MPa) (MPa) 期ander Watanabe Suzuki NewRC 修正Park
50-1.5-20 20.01 25.9 0.55 0.63 0.58 0.66 0.51 
50-2.0-20 20. 79 25.9 0.51 0.60 0.52 0.64 0.47 
50-2.5-20 21. 1 25.9 0.48 0.57 0.47 0.62 0.44 
29.4-1. 5-50 50.84 61. 2 0.68 O. 75 O. 70 O. 77 0.65 
29.4-2.0-50 47.91 61. 2 0.59 0.67 0.60 O. 70 0.56 
29.4-2.5-50 50. 74 61. 2 0.58 0.69 0.59 O. 72 0.56 
24.4-1. 5-50 48.57 61. 2 0.65 O. 72 0.69 O. 72 0.61 
24.4-2.0-50 49.74 61. 2 0.62 O. 70 0.65 O. 71 0.58 
24.4-2.5-50 52. 14 61. 2 0.61 O. 72 0.64 O. 72 0.58 
19.4-1.5-50 52. 76 61. 2 O. 73 O. 79 0.81 O. 77 0.66 
19.4-2.0-50 5. 12 61. 2 O. 71 O. 79 O. 77 O. 77 0.64 
19.4-2.5-50 47.67 61. 2 0.57 0.66 0.61 0.63 0.52 










































































s t rai n (%)
























50同 g叩 20由 3













1.6 1.4 1.2 0.8 
s t rai n (%)















s t rai n (%)
50四 2.0時 20 一ー一一50-2.0-20

























































1.4 1.2 0.8 
s t rai n (%)



























































































































































一一圃-Mander 一一一-Wa tanabe -一一Suzuki一一-NewRC 
修正Kent&Park
1.4 1.2 0.8 
strain(覧)

































































s t rai n (%) 
実験値と各モデルとの比較
1.2 




























































s t rai n (%)
50四 2.0-20
3.5 







































































































































1.6 1.4 1.2 0.8 
strain(覧)























































































































































































20MPaで 50cm角の試験体、コンクリート強度 50MPaで29.4cm角、 24.4cm角、 19.4cm角の計
18体で実験を行い、寸法の増大に伴う強度の減少を確認できた。
本実験によって得られた応力一歪関係を、角型補強筋により横拘束された鉄筋コンクリート
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